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1.1　組織の概要

1） 名称及び代表者名

村上建設株式会社

代表取締役社長　村上　早苗

2） 所在地

本　社 東京都府中市南町1丁目43番37号

現　場

3）

責任者 代表取締役村上　早苗 TEL：０４２－３６５－４６６６

担当者 営業部 山本　恵理 TEL：０４２－３６５－４６６６

4） 事業活動内容

土木工事及び舗装工事

5）

特定建設業　　 東京都知事　許可（特-1）　第49625号

有効期限 令和元年8月10日～令和6年8月9日

建設の種類 土木工事業　とび・土工工事業　舗装工事業　水道工事業

許可番号 第13-00-121131号

許可番号

許可番号

※産業廃棄物の収集運搬は自社発生分のみ

6） 事業の規模

令和3年 令和2年 令和1年 平成30年

2021 2020 2019 2018

億円 6.22 5.40 5.26 4.83

件 10 8 7 5

人 18 17 16 16

㎡ 178 178 178 178

㎡ 178 178 178 178

駐車場　 ㎡ 330 330 330 330

7） 事業年度 １月～１２月

1.2　対象範囲（認証・登録範囲）

１） 対象組織　       　 「１．２）所在地」欄に記載

２） 活動　　　　　 　　　 「１．4）事業活動内容

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

産業廃棄物収集運搬許可証（埼玉県） 1100121131

１．組織の概要、対象範囲

現場リスト（別紙）

環境管理の責任者及び担当者連絡先

事業許可内容

産業廃棄物収集運搬許可証（東京都）

1400121131

単位

売上高

主要工事件数

従業員

倉庫　 　１階

事務所　2階

産業廃棄物収集運搬許可証（神奈川県）
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２．実施体制

 

15人 1人

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化　(要求事項１)

２．経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）

３．環境経営方針の作成、全従業員に周知　(要求事項３)

４．実施体制の構築（要求事項７）

５．代表者による全体の評価と見直し（要求事項１４）

６．環境経営レポートの承認

７．その他

対象者 　　　　　　　　　　　　　役割、責任および権限

環境管理責任者

（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)

２．環境関連法規の取りまとめ（要求事項５：事務局担当）

３．環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６）

４．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）

５．取組状況の確認及び問題の是正及び予防（要求事項１３）

６．環境関連文書類の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）

７．環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）

８．その他

部門責任者

１．教育・訓練の実施（要求事項８）

２．実施及び運用（要求事項１０）

３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）

４．その他

全従業員
１．環境方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の自覚

２．自らの役割及び実施しなければならない取組・責任の認識

環境経営実施体制表

環境管理責任者
（ 専務取締役 村上 明直 ）

代表者
（ 代表取締役 村上 早苗 ）

ＥＡ２１事務局
（ 総務部 山本恵理 ）

総務管理責任者
（ 山本 恵理 ）

工事部門責任者
（ 工事部長 三宅 達也 ）
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３．環境経営方針

環 境 経 営 方 針

１．基本理念

　　環境の改善は企業の社会的責任であることを深く認識し、建設業の事業活動を
　通じて、環境経営システムの継続的改善を図り、環境負荷の低減や地域社会に
　貢献する活動を次により自主的・積極的に推進します。

２．行動指針

１） 以下の項目に環境経営目標を設定し、取り組みます。

　①電力使用の削減及び車両・重機などの燃料の削減により、二酸化炭素排出量の
　　削減に努めます。

　②現場での分別の徹底と再使用・再資源化を推進し、建設産業廃棄物の適正化を
　　図り、一般廃棄物の削減に努めます。

　③日常的な節水による水使用量の削減に努めます。

　④環境に配慮した工事を推進します。

　⑤地域社会と連携し、環境美化のボランティア活動を積極的に行います。

　⑥東京都保護観察所及び府中刑務所と連携し、支援活動と雇用促進活動に努め
　　ます。

２） 環境に関して適用を受ける法的要求事項等を遵守します。

３） 全ての従業員の環境に関する意識を高め、全員で環境経営の継続的改善に取り
　　 組みます。

４） この環境経営方針を当社で働く全ての従業員に周知します。

制定：2022年10月18日

　　　　　　　　　村 上 建 設 株 式 会 社

　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　村上　早苗
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４．環境経営目標

（2021年度） （11～1月）
2022年

2023年
2023 2024

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

13,093 3,386 0.443

kWh／年 kWh／3ヶ月 （東電）

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

710 151 2.32

L／年 L／3ヶ月

7,447 1,850

kg-CO2／年 kg-CO2／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

424 106.11

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

143 21

㎥／年 ㎥／3ヶ月

（2021年度） （11～1月）
2022年

2023年
2023 2024

基準値に対し 10 ％以内 基準値に対し 10 ％以内 基準値に対し 10 ％以内

5,177 1,381 2.32

L／年 L／3ヶ月

基準値に対し 10 ％以内 基準値に対し 10 ％以内 基準値に対し 10 ％以内

10,960 3,026 2.58

L／年 L／3ヶ月

40,287 11,011

kg-CO2／年 kg-CO2／3ヶ月

100 100

％ ％

公共工事標準仕様書 公共工事標準仕様書

遵守 遵守

年 度 環 境 経 営 目 標

［本　社］

Ｎｏ
環境経営

方針項目など

環境経営

目標項目

基準値
CO2

換算係数

電力使用量

3,352 12,962

L／年以下

11～12月

　1月の3ヶ月
年度 年度

1

二酸化炭素

排出量の削

減
L／年以下

CO2総量計

（kg-CO2）

1,832 7,373 7,298

kg-CO2／３ヶ月以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

12,831

kWh／３ヶ月以下 kWh／年以下 kWh／年以下

2）化石燃料

使用量

の削減

ガソリン

149 703 696

L／３ヶ月以下

1）電力使用

量の削減

L／３ヶ月以内 L／年以内 L／年以内

軽油

3,329 12,056

一般廃棄物排出量

105.05 420.19 415.94

kg／３ヶ月以下 kg／年以下 kg／年以下

3 水使用量の削減

水道使用量

20.8 141.6 140.1

2
廃棄物排出

量の削減

一般廃棄物

排出量

の削減

建設産業廃棄

物の再資源化

産業廃棄物の

適正維持管理

12,056

㎥／３ヶ月以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

L／３ヶ月以内 L／年以内 L／年以内

CO2総量計

（kg-CO2）

12,112 44,316 44,316

kg-CO2／３ヶ月以内 kg-CO2／年以内 kg-CO2／年以内

［現　場］

4

二酸化炭素の

排出量の維持

管理

化石燃料使用

量の維持管理

ガソリン

1,519 5,695 5,695

5

遵守 遵守

※二酸化炭素排出係数は2020年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.443kg-CO2/kWhを適用した。

％ ％ ％

6
環境配慮工

事
環境配慮工事

公共工事標準仕様書 公共工事標準仕様書 公共工事標準仕様書

遵守

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100 100 100

Ｎｏ
環境経営

方針項目など

環境経営

目標項目

基準値
CO2

換算係数

年 度 環 境 経 営 目 標

11～12月

　1月の3ヶ月
年度 年度
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５．環境経営計画及び実施した取組内容

責任部門

責任者

総務部 （左記達成手段を全て実施）

山本　恵理

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 総務部

③定期的車両点検整備 山本　恵理

④冷房の控え目使用

総務部 （左記達成手段を全て実施）

山本　恵理

総務部 （左記達成手段を全て実施）

山本　恵理

責任部門

責任者

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 工事部

③定期的車両点検整備 三宅　達也

④冷房の控え目使用

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 工事部

③定期的車両点検整備 三宅　達也

④冷房の控え目使用

工事部 （左記達成手段を全て実施）

三宅　達也

工事部 （左記達成手段を全て実施）

三宅　達也

産業廃棄物適

正維持管理
5

スケジュール/取組内容

2022/11月　～　　2023/1月

［本　社］

⑤空調温度の適正化（冷房28℃、暖房20℃）

2）化石燃料

使用量

の削減

Ｎｏ
環境経営方針項

目など

環境経営

目標項目
目標達成手段

ガ

ソ

リ

ン

（左記達成手段を④以外全て実施）

2

一般

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄

物排出量

の削減

①ゴミ収集時の計量・記録

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減

④ミスコピーの裏紙使用

⑤シュレッター排紙のリサイクル化

1
二酸化炭素排

出量の削減

1）電力使用

量の削減

①退社時のコピー機主電源オフ

②退社時電気ポット電源オフ

③残業時間短縮

④不要な照明の消灯

（左記達成手段を④以外全て実施）

軽

油

（左記達成手段を④以外全て実施）

⑥電子メディアによるペーパーレス化

3 水使用量の削減

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

②節水の意識を高め、徹底（蛇口をこまめに閉める）

③節水弁取り付け

［現　場］

4

二酸化炭素の

排出量の維持

管理

化石燃料使用

量の維持管理

ガ

ソ

リ

ン

③周辺住民への周知

建設産業廃棄

物の再資源化

①リサイクル業者の選定

②分別保管場所管理

③リサイクル工場との工程管理

Ｎｏ
環境経営方針項

目など

環境経営

目標項目
目標達成手段

スケジュール/取組内容

2022/11月　　～　　　2023/1月

④再生資源化工場への100％持込

6 環境配慮工事 環境配慮工事

①建設副産物の分別再資源化

②排ガス規制、低騒音重機の使用
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６．１　環境経営目標の実績

［本　社］

（2021年度） （11～1月）

基準値に対し 1 ％削減

13,093 3,386 0.443

kWh／年 kWh／3ヶ月 （東電）

基準値に対し 1 ％削減

710 151 2.32

L／年 L／3ヶ月

7,447 1,850

kg-CO2／年 kg-CO3／年

基準値に対し 1 ％削減

424 106.11

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減

143 21

ｍ３／年 ｍ3／3ヶ月

［現　場］

基準値に対し 10 ％以内

5,177 1,381

L／年 L／3ヶ月

基準値に対し 10 ％以内

10,960 3,026

L／年 L／3ヶ月

40,287 11,011

kg-CO2/年 kg-CO2/3ヶ月

100 100

％ ％

公共工事標準仕様書 公共工事標準仕様書

遵守 遵守

※2021年度(令和3年)二酸化炭素排出量の総量　本社(1,716)＋現場(8,224)＝合計10,126㎏-CO2／年

※評価基準

1.№1,2 ,3の環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、目標値<～基準値以下でほぼ達成「△」、

　基準値＜で未達成「×」と評価する。

2.№4,5 1)の環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、＋10%＜～≦+15％で「△」、15％＜で「×」と評価する。

3.№5 2)100%で「○」、90～99.9％で「△」、90％未満で「×」、№6の環境経営目標項目は「遵守」で「○」、「遵守」以外

　は「×」と評価する。

Ｎｏ
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係数

運用期間（2022年11月～2023年1月）3ヶ月間

目　標 実　績 評　価

1

二酸化炭素

排出量の削

減

1）電力使用

量の削減

電力使用量

3,352 3,395 ×

kWh／3ヶ月以下 kWh／3ヶ月

2）化石燃料

使用量

の削減

ガソリン

149 91 ○

L／3ヶ月以下 L／3ヶ月

CO2総量計

（kg-CO2）

1,832 1,716 ○

kg-CO2／3ヶ月以下 kg-CO2／3ヶ月

○

kg/3ヶ月 kg/3ヶ月

3 水道使用量の削減

水道使用量

20.8 21 ○

ｍ
3／3ヶ月

2
廃棄物排出

量の削減

一般廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄物排出量

105.05 70

ｍ3／3ヶ月

4

二酸化炭素

の排出量の

維持管理

化石燃料使用

量の維持管理

ガソリン

2.32 1,519 866

ＣO2総量計

（ｋｇ－CO2）

12,112 8,224

○

L／3ヶ月 L／3ヶ月

軽油

2.58 3,329 2,409 ○

L／3ヶ月

○

kg-CO2/3ヶ月 kg-CO2/3ヶ月

2）建設産業廃

棄物の再資源

化

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100 100 ○

％ ％

廃棄物排出

量の削減
5

遵守 ○

※二酸化炭素排出係数は2020年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.433kg-CO2/kWhを適用した。

6
環境配慮工

事
環境配慮工事

公共工事標準仕様書 公共工事標準仕様書

遵守
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６．２　環境経営計画の取組結果とその評価

取組結果 評価

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止）

③定期的車両点検整備

④冷房の控え目使用

取組結果 評価

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止）

③定期的車両点検整備

④冷房の控え目使用

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止）

③定期的車両点検整備

④冷房の控え目使用

産業廃棄

物適正維

持管理

5

Ｎｏ
環境経営方

針項目など

環境経営

目標項目

1

二酸化炭

素排出量

の削減

1）電力使用

量の削減

2）化石燃料

使用量

の削減

3 水使用量の削減

［現　場］

4

二酸化炭

素の排出

量の維持

管理

化石燃料使用

量の維持管理

目標達成手段
取組結果とその評価

［本　社］

2

一般

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄

物排出量

の削減

①ゴミ収集時の計量・記録

分別の徹底的に努める。

ＰＤＦを有効活用しペーパーレス化

を推進する。

〇

△

〇

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減

④ミスコピーの裏紙使用

⑤シュレッター排紙のリサイクル化

⑥電子メディアによるペーパーレス化

ガ

ソ

リ

ン

トータルでは達成できたが　更なる

節電、エコドライブなどを徹底して

いく。

①退社時のコピー機主電源オフ

増加の原因としては　現場本数の増

加に伴い残業の増加が考えられる。

不要な照明の消灯につとめる。

②退社時電気ポット電源オフ

③残業時間短縮

④不要な照明の消灯

⑤空調温度の適正化（冷房28℃、暖房20℃）

①節水シールの貼り付けとポスター掲示
目標はほぼ達成出来た。今後も継続

していく。
〇②節水の意識を高め、徹底（蛇口をこまめに閉める）

③節水弁取り付け

Ｎｏ
環境経営方

針項目など

環境経営

目標項目
目標達成手段

③リサイクル工場との工程管理

②排ガス規制、低騒音重機の使用

③周辺住民への周知

〇

ガ

ソ

リ

ン

遠方の現場が竣工し目標を達成出来

たが　今後も継続してエコドライブ

に努める。

取組結果とその評価

④再生資源化工場への100％持込

6
環境配慮

工事
環境配慮工事

①建設副産物の分別再資源化
工事の近隣住民へは　お知らせ看

板、案内図などを配布することを徹

底していく。

○

軽

油

遠方の現場が竣工し目標を達成出来

たが　今後も継続してエコドライブ

に努める。

〇

〇

②分別保管場所管理
建設産業廃棄

物の再資源化

①リサイクル業者の選定

公共工事のため再資源化が基本であ

るが　分別保管場所の管理などは

もっと努力が必要である。
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７．次年度の環境経営目標と環境経営計画

責任部門

責任者

12,962 総務部 （左記達成手段全て）

ｋWｈ／年以 山本　恵理

①停車時のアイドリングストップの励行

②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 総務部

703 ③定期的車両点検整備 山本　恵理

Ｌ／年以下 ④冷房の控え目使用

7,373 総務部

kg-CO2／年以下 山本　恵理

420.19 総務部 （左記達成手段全て）

ｋｇ／年以下 山本　恵理

総務部 （左記達成手段全て）

141.6 山本　恵理

ｍ3／年以下

責任部門

責任者

①停車時のアイドリングストップの励行

5,695 ②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 工事部

Ｌ／年以下 ③定期的車両点検整備 三宅　達也

④冷房の控え目使用

①停車時のアイドリングストップの励行

12,056 ②エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止） 工事部

Ｌ／年以下 ③定期的車両点検整備

④冷房の控え目使用 三宅　達也

44,316 工事部

kg-CO2／年以内 三宅　達也

リサイクル率

100 工事部 （左記達成手段全て）

％ 三宅　達也

工事部 （左記達成手段全て）

遵守 三宅　達也

産業廃棄

物適正維

持管理

5

スケジュール/取組内容

1月　　～　　12月

【本　社】

③残業時間短縮

④不要な照明の消灯

⑤空調温度の適正化（冷房28℃、暖房20℃）

Ｎｏ

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目

環境経営

数値等目標
目標達成手段

2）化石燃料

使用量

の削減

ガ

ソ

リ

ン

（左記達成手段全て）

ＣO2総量計

（ｋｇ－

2

一般

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄

物排出量

の削減

①ゴミ収集時の計量・記録

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1）電力使用

量の削減

電力使用量 ①退社時のコピー機主電源オフ

②退社時電気ポット電源オフ

④ミスコピーの裏紙使用

⑤シュレッター排紙のリサイクル化

⑥電子メディアによるペーパーレス化

3 水使用量の削減

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

②節水の意識を高め、徹底（蛇口をこまめに閉める）

③節水弁取り付け

（左記達成手段全て）

軽

油

（左記達成手段全て）

ＣO2総量計

（ｋｇ－

1月　　～　　12月

【現　場】

4

二酸化炭

素の排出

量の維持

管理

化石燃料使用

量の維持管理

ガ

ソ

リ

ン

③周辺住民への周知

2）建設産業

廃棄物の再資

源化

①リサイクル業者の選定

②分別保管場所管理

③リサイクル工場との工程管理

Ｎｏ

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目

環境経営

数値等目標
目標達成手段

スケジュール/取組内容

④再生資源化工場への100％持込

6
環境配

慮工事
環境配慮工事

①建設副産物の分別再資源化

②排ガス規制、低騒音重機の使用

 8



　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

遵守評価

結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(廃棄物処理法)

（一般廃棄物の処理）

○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(廃棄物処理法)続き

（産業廃棄物の適正処理）

○

府中市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例 ○

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律

（小型家電リサイクル法）
○

使用済自動車の再資源化等に関する法律

（自動車リサイクル法）
○

建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律

（建設リサイクル法）
○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 ○

東京都環境確保条例 ○

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　当社に関係する環境関連法規は下記のとおりですが、下記のように遵守状況を2023年1月

に確認した結果違反はありませんでした。また関係機関からの違反等の指摘も、環境関連の

訴訟も過去３年間ありませんでした。

区分 環境関連法規等名称

廃棄物

環境関連法規等遵守状況

資源循環

(リサイク

ル）

特定家庭用機器再商品化法

（家電リサイクル法）
○

騒音・振動

大気汚染

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の

削減等に関する特別措置法

（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法）

○

特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律

（オフロード法）
○
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９．代表者による全体の評価と見直し・指示
2023年　2月　1０日 作成

情報提供者

代表者

代表者

全体の評価のための情報及び評価・課題

見直し概要

見直し実施区分 2022年度　　　　　　定期　　　　臨時

村上　早苗情報の提供者 　　環境管理責任者　村上　明直

情報提供日           2023 年  2月    1０ 日

8.前回の代表者による見直し時の指示事項への対応

情報項目

及び

評価・課題

建設業の場合

は事務所およ

び建設現場等

の両方につい

て記載する

1.環境関連法規制等の遵守状況

遵守出来ている。　　特に問題はありません。

2.環境目標の達成状況

電力使用量未達成　（101％）　節電を心がける。

3.問題点の是正処置・予防処置の結果

3ヶ月の運用で大幅な未達成がなかったので是正処置は実施しなかった。

4.外部からの苦情・要望に対する結果

苦情・要望などは発生していない。

5.社会・取引先・法規制等の外部動向

コロナ禍は収まりつつあるが、円安で物価高が続いており、燃料、資材の高騰が懸念される。

6.環境経営システムの有効性及び妥当性

2022年9月からステップを踏んだ環境経営システムの構築を心がけて、試行期間は2023年11月～2023年1

月でレポート作成までたどり着いた。ただ、ガイドライン2017年版の要求事項の細部までは理解不足であ

り、今後、徐々にブラシアップしていきたい。

7.前回の審査における指導事項への対応

認証・登録前のためになし。

認証登録前のためになし。

9.その他

特になし

代表者の

全体の評価

3ヶ月の試行期間は電力使用量だけが　増加しているが、現場での　問題点はなかった。今後、継続し

ていくことが重要なので全項目達成を目指して活動する。 村上　早苗

代表者（経営層）による見直し・指示の内容

見直し・指示者 代表取締役社長

村上　早苗見直し・指示実施日 2023年  2月  1０日

見直しの必要性への言及 代表者による指示内容

1)環境経営方針
環境経営方針は立てて間がなく、しばらくは様子を見たい。

(必要)　　　　　　(不要）

2)環境経営目標及び計画 3ヶ月試行期間で電力使用量の削減だけがやや未達成であったが、まだ変動幅の中にあり、

現在の計画を継続する。(必要)　　　　　　(不要）

総  括

　環境経営方針、環境経営目標を定め、従業員全員が環境教育・訓練等に参加し環境の重

要性を認識して、全員で取り組んできました。残念ながら電力使用量の削減だけがやや目

標未達成になりましたが、 社員一人一人の取組意識は高いように思われます。今後、成果

が一時的なもので終わらないよう、さらなる意識の向上と実践を継続していきます。

3)実施体制
特定の従業員に偏っているが、やる内容が固まるまで現行の体制を続ける。

(必要)　　　　　　(不要）

4)環境経営システム等
現在はまだ細い幹であるが、徐々にブラシアップしながら、太い幹に育てて行きたい。

(必要)　　　　　　(不要）
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